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5月 26日 に行われた総合防災訓練でのワンシーン。

・三小学校が火災により、屋上に児童が取 り残され

:と の想定で代表の児童が救出訓練にチャレンジ′

【に巻き付けたロープが痛々しかったが、訓練は無

「
成功 しました。



十
四
年
前
の
昭
和
五
十
八
年
五
月

―
ド
七

・
九
、
震
度
六
の
日
本
海
中

部
地
震
は
各
地
に
大
き
な
被
害
を
与

え
、
ま
た
市
浦
村
を
含
む
日
本
海
沿

岸
の
地
域
で
は
津
波
に
よ
る
犠
牲
者

今
回
の
訓
練
は
日
本
海
中
部
地
震

の
教
訓
を
活
か
す
た
め
に
、
訓
練
の

想
定
を
午
前
八
時
青
森
県
日
本
海
沖

を
震
源
と
す
る
マ
グ

ニ
チ

ュ
ー
ド
七
・

九
の
大
地
震
が
発
生
し
、
市
浦
村
で

は
震
度
六
の
地
震
、
治
岸
で
は
三
メ

ー
ト
ル
の
大
津
波
が
来
襲
し
、
甚
大

な
被
害
を
及
ぼ
し
た
も
の
と
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
り
ま
た
、
今
回
の
訓
練

で
は
昨
年
配
備
さ
れ
た
従
来
の
も
の

よ
り
も
早
く
津
波
情
報
を
住
民
に
伝

達
す
る
こ
と
が
で
き
る
地
震
津
波
警

報
受
信
シ
ス
テ
ム
が
使
用
さ
れ
ま
し

訓
練
終
了
後
に
は
閉
会
式
が
行
わ

れ
、
今
回
の
訓
練
統
監
で
あ
る
高
松

付
長
よ
り

「
本
国
は
悪
天
候
で
し
た

が
、
災
害
は
天
候
に
関
係
な
く
や

っ

て
き
ま
す
　
非
常
時
の
訓
練
を
想
定

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
む
し
ろ
訓
練
日

よ
―，
だ

っ
た
の
で
は
な

い
か
と
考

え

て
い
ま
す
｛
今

一
度
非
常
時
に
各
々

が
ど
う

い
う
行
動
を
す
る
べ
き
か
を

考
え
る
必
要
が
あ
る

一
と
の
講
評
が

は
不
可
能
で
す
が
、
そ
の
後
の
対
処

に
よ

っ
て
被
害
は
最
小
限
に
押
さ
え

る
こ
と
が
可
能
で
す
¨
今
回
の
訓
練

を
き

っ
か
け
に
防
災
に
対
す
る
意
識

の
再
確
認
を
し
て
み
て
は
い
か
が
で

地

　

震

　

発

地
震
津
波
警
報
受
信

レ
ス
テ
ム
に

よ
り
住
民

へ
の
警
報
が
発
令

．
役
場

職
員
及
び
消
防
団
員
の
召
集
が
行
わ

れ
、
総
務
課
長

へ
災
害
状
況
が
報
告

生

災
害
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
、
対

策
本
部
長
で
あ
る
高
松
村
長
よ
り
関

係
機
関

へ
の
要
請
と
対
応
が
指
示
さ

ιチろ12}

合 防災訓練

脇元サマーハウスにて

五
月
二
十
六
日
市
浦
管
内
で
総
合
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
、
参

加
者
は
避
難
、
消
火
、
救
助
な
ど
の
い
ざ
と
い
う
と
き
迅
速
な

行
動
が
で
き
る
よ
う
訓
練
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

会
場
を
移
動
し
な
が
ら
の
各
種
訓
練
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脇元小学校 にて
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大
沼
公
園
に
て

県
防
災
ヘ
リ

「し
ら
か
み
」
に
よ
る
空
中
消
火
訓
練
。

山
林
火
事
を
想
定
し
て
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
下
部
に
取
り
付

け
』
れ
た
消
火
バ
ケ
ッ
ト
を
使
用
、　
一
度
に
千
リ
ッ
ト
ル

の
水
を
吸
水
し
て
、
消
火
活
動
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な

っ
て
い
ま
す
。

十
三
小
学
校
に
て

十
三
湖
大
橋
を
走
行
中
の
乗
用
車
が
、
地
震
発
生
に
よ
リ
バ
ラ

ン
ス
を
失
い
橋
の
欄
千
に
衝
突
し
、
運
転
手
が
車
内
に
閉
じ
こ
め

ら
れ
た
と
想
定
し
た
損
壊
車
両
か
ら
の
負
傷
者
救
出
訓
練
Ｊ
各
種

破
壊
工
具
を
使
用
し
て
負
傷
者
の
救
出
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

防 災 言 討 を 再

市浦村総
相 内小学校 にて

十三小学校 にて

362-
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五
月
十
九
日

「少
年
少
女
英
会
話
　
　
代
わ
る
揚
げ
て
、
風
の
強
さ
を
体
感
　
　
解
決
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
結
成
　
　
　
一
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
Ｌ　
　
　
　
　
　
　
　
″
　
　
佐
々
木
　
松
　
雄
　
″

サ
ー
ク
ル
」
の
メ
ン
バ
ー
五
十
二
名
　
　
し
て
い
る
は
る
か
上
空
に
は
、
津
軽
　
　
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
各
方
面
に
お
い
　
　
　
平
成
九
年
度
の
市
浦
村
町
内
会
連
　
　
　
　
″
　
　
佐
　
藤
　
孝
　
雄
　
ク

に
よ
る
大
沼
公
園
へ
の
ハ
イ
キ
ン
グ
　
　
の
大
凧
が
プ
ン
プ
ン
唸
っ
て
圧
巻
。　
　
　
て
活
躍
し
て
き
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
合
会
は
「住
民
参
加
の
ム
ラ
づ
く
り
」
、　
　
　
監
　
事
　
奈
　
良
　
幸
　
雄
　
新

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
英
語
の
問
題
を
　
　
　
英
語
を
学
び
な
が
ら
、
市
浦
の
自
　
　
　
去
る
五
月
十
三
日
、
十
三
地
区
民
　
　
伝
統
芸
能
等
の
活
動
を
通
じ
て

「地
　
　
　
　
ク
　
　
小
田
桐
　
恭
　
一
　

ク

一『勒一‐よつな̈
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脚Ｌ
訴
社
彩
銭
誌
時　
ＬＦ
壁
ざ
ま
遠
邑
目
女
晦
鰈
も行え
、貪
ｌｉ
是
　
協覇
鎖
刺だ一市嘲鋼謝一序̈
『　
　
］巳
■
■
■
『
臓

一中輌け̈一一一̈
「れど一伸』一　　一【【一】．煙腎は三李二町に一』響ごじΠ】　　　　　　　　　　　　　蝙劫犠度（れ囃綱会一榊袷毒〓̈時ヽ

＾
通

安

全

協

会

　

　

　

　

　

　

　

美
中
十
食
堂
で
開
か
れ
、
今
年
度
の

え
て
る
し
、
お
父
さ
ん
と
同
じ
く
ら
　
　
　
市
浦
村
交
通
安
全
協
会

（自
川
孝
　
　
平
成
九
年
度
事
業
実
施
計
画

（案
）
　

　

活
動
事
業
と
し
て
、
密
入
国
や
密
漁

い
だ
か
ら
三
十
八
歳
く
ら
い
」
で
し
　
　
治
会
長
）
で
は
、
こ
の
ほ
ど
平
成
九
　
　
〈バ
計
予
算

（案
）
が
提
案
さ
れ
、
原
　
　
な
ど
の
防
止
と
早
期
発
見
の
た
め
の

た
。
（ち
な
み
に
ク
イ
ン
先
生
は
二
十
　
　
年
の
定
期
総
会
を
開
き
、
総
会
に
は
、　
　
案
の
と
お
り
承
認
、
可
決
さ
れ
ま
し
　
　
パ
ト
ロ
ー
ル
に
力
を
注
ぐ
ほ
か
、
広

五
歳
で
、
ヒ
ゲ
は
今
は
あ
り
ま
せ
ん
）

高
松
隆
三
村
長
、
伊
興
部
豊
金
木
警
　
　
た
。

報
活
動
や
研
究
会
の
開
催
な
ど
を
決

リ
カ
製
の
グ
イ
ラ
カ
イ
ト
を
代
わ
る

安
全
協
会
長
が
来
賓
と
し
て
出
席
し
、　
　
任
さ
れ
た
ほ
か
、
次
の
方
が
新
役
員

白
川
会
長
の
挨
拶
の
後
、
高
松
村
長
　
　
と
し
て
、
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

か
ら
交
通
安
全
運
動
の
重
要
性
と
村
　
　
　
　
〈バ
　
　
長
　
白
　
川
　
孝
　
治

内
の
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
千
五
百
日
　
　
　
　
副

〈バ
長
　
秋
田
谷
　
多
喜
郎

の
達
成
を
目
標
に
交
通
安
全
協
会
が
　
　
　
　
　
　
″
　
　
奈
　
良
　
源
　
悦

地
域
で
果
た
す
べ
き
役
割
と
責
任
を
　
　
　
　
常
任
理
事
　
小
笠
原
　
俊
　
治

新
た
に
活
動
を
し
て
欲
し
い
と
の
祝
　
　
　
　
　
　
ク　
　
　
竹
　
谷
　
　
　
博

辞
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
金
木
警
察
　
　
　
　
　
　
″
　
　

藤
　
田
　
　
　
斉

署
長
と
葛
西
会
長
か
ら
は
管
内
の
交
　
　
　
　
　
　
″
　
　

中
　
井
　
よ
し
子

通
死
亡
事
故
の
実
例
と
現
状
に
つ
い
　
　
　
　
　
　
ク　
　
　
下
　
沢
　
国
　
一

て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
″　
　
　
小
山
内
　
千
津
子

総
会
で
は
平
成
八
年
度
事
業
実
施
　
　
　
　
監
　
　
事
　
佐
　
藤
　
　
　
税

報
告
及
び
会
計
決
算
報
告
の
承
認
、　
　
　
　
　
　
　
″
　
　

小
田
桐
　
一二
　
男

定
時
総
会
で
は
工
藤
会
長
が

「集

団
密
航
事
件
の
激
増
と
い
う
最
近
の

情
勢
に
よ
り
、　
一
層
の
体
制
強
化
が

必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
も
沿
岸

防
犯
の
意
識
高
揚
を
高
め
地
域
の
安

全
確
保
に
貢
献
し
た
い
」
と
挨
拶
し

ま
し
た
。
続
い
て
伊
興
部
金
木
警
察

署
長
が

「今
年
に
入
り
中
国
人
に
よ

る
集
団
密
航
事
件
が
激
増
し
、
人
戸

港
を
舞
台
に
し
た
密
航
事
件
も
発
生

し
て
い
る
。
密
航
事
件
に
対
応
す
る

に
は
連
絡
体
制
と
情
報
交
換
が
必
要
」

と
地
域
住
民
の
沿
岸
防
犯
へ
の
協
力

を
呼
び
か
け
た
後
、
議
事
に
入
り
、

沿
岸
線
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
す
る

ほ
か
、
広
報
活
動
や
研
究
会
の
開
催

な
ど
を
決
め
ま
し
た
。

ま
た
同
時
に
役
員
の
改
選
も
行
わ

れ
、
会
長
に
工
藤
誠

一
郎
さ
ん
、
副

会
長
に
高
田
竹
正
さ
ん
、
理
事
に
工

藤
理

一
さ
ん
を
そ
れ
ぞ
れ
再
任
。
新

役
員
は
理
事
に
工
藤
伍
郎
さ
ん
、
監

事
に
中
井
育
二
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し

▲当日は天候にもめ ぐまれました

-362
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雌

雄

決

せ
ず

＞
助
兼
、
〈
印
拾

い
の
図

（「前
太
平
記
」
所
収
）

傑
償
助
兼
の
命
拾

い

将
軍
、
国
府
に
帰
る

>73く

Ｊ
ニ

ハ

」
い
ご

∠、
L

4
の

‖
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ご
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婚

（轍田得　峙か嘘
一鈍

（は
格
観
織
一螂

（睛
畔
辞
新
一蹴
海
蔵一

（嶋　剛
　
辞
　
一時
　
碑一

（峨　麻　嚇恵一
一制　　曲一

⌒雌　帥　罐　詳
一嚇　　蔵一

（瀬
剛
」
磁
一酬
　
帥一

（は　日　は美到
一嗽　　馴一

（勧
赫
酵
捌
一鯖
　
麟一

（倒　蹄　佳魏美
一瑚所川卿一

（畷　制　さ′し、ゆ喘
一脇　　勧一

（呻
蹴
榊
豫
一計
　
に一

〓
一　
和
　
正
　
則

（相
　
内
）
７‐
歳

山

田

キ

員

脇

元
晶

歳

友
好
町
村
だ
よ
り
⑮

か
み
の
く
に

情
報
ラ
ン
ド

湯
ノ
岱
小
学
校

森
林
体
験
学
習
実
施

～
自
然
と
の
交
流
を
深
め
～
　
　
　
　
　
り
や
木
材
を
使
っ
て
状
差
し
を
作
る

五
月
十
九
日
、
湯
ノ
岱
小
学
校
（佐
　
　
な
ど
、
な
か
な
か
味
わ
え
な
い
体
験

藤
宏
校
長
）
の
緑
の
少
年
団
十
四
人
　
　
に
、
団
員
た
ち
は
日
を
輝
か
せ
て
い

が
、
学
校
林

「
ふ
れ
あ
い
の
森
」
で
　
　
ま
し
た
。

ス
ギ
の
本
の
枝
打
ち
な
ど
森
林
体
験
　
　
　
ま
た
、
大
き
な
ス
コ
ッ
プ
を
使
い

学
習
を
行
い
ま
し
た
日　
　
　
　
　
　
　
　
一
人

一
本
づ
つ
、
エ
ゾ
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ

こ
の
体
験
学
習
は
、
松
前
道
有
林
　
　
な
ど
五
種
類
の
ツ
ツ
ジ
十
五
本
を
校

管
理
セ
ン
タ
ー
や
桧
山
支
庁
、
町
の
　
　
庭
に
植
樹
し
ま
し
た
。
自
分
た
ち
の

共
催
で
、
森
林
の
大
切
さ
を
理
解
し
、

人
間
性
豊
か
な
子
ど
も
へ
の
育
成
を

緑
の
少
年
団
は
、最
初
に
「
ふ

れ
あ
い
の
森
」
で
ス
ギ
の
木
の

枝
打
ち
を
体
験
し
、
桧
山
南
部

指
導
事
務
所
の
西
田
岩
夫
所
長

ほ
か
三
人
の
指
導
員
や
先
生
方

の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
普
段

は
な
か
な
か
使
う
機
会
の
少
な

い
ノ
コ
ギ
リ
で
、
約
八
十
本
の

枝
打
ち
を
行
い
ま
し
た
り

学
校
に
戻
っ
て
か
ら
は
、
木

の
葉
の
名
前
を
学
び
な
が
ら
、

セ
ロ
ハ
ン
の
間
に
紙
と
葉
っ
ぱ

手
で
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
に
植
え

た
よ
ろ
こ
び
を
噛
み
し
め
な
が
ら
、

ツ
ツ
ジ
の
成
長
を
願

っ
て
い
ま
し
た
。
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情報をお寄せ<ださい

お し 5世
役場の電話は62-2111

この秋、下北半島ヘフェリーと

高速船で渡つてみませんか。

津軽・下北両半島の関係市町村
と県で構成する「半島&半島ツア
ー実行委員会」では、この秋の「半
島&半島ツアーヘの参加者200名
を募集 しています。

1人 わずか5,000円 の参加料で、

豪華食事付の1泊2日 の旅が楽 しめ、

お土産も付いて参加料の何倍 もお

得なツアーです。ふるってお申込
みください。

レ募集コース

①青森～恐山～仏ヶ浦コース
②青森～恐山～尻屋崎コース
③中里～仏ヶ浦～恐山コース
④むつ～龍飛～高山稲荷コース
⑤脇野沢～高山稲荷～三内丸山

レ募集定員

各コースとも40名。応募者多数
の場合には、抽選となります。

レ利用割引

応募者全員に、むつ湾内航路 (

「ほくと」「かもしか」)の利用

割引券を進呈 します。

)応募用紙

役場窓口等に置かれている「応

募はがき」で申し込んで くださ

レ応募締切

8月 H日 (当 日消印有効)

今年で47回 目を迎える『社会を

明るくする運動』は、すべての国

民が、それぞれの立場で力を合わ

せ、犯罪や非行のない明るい社会
を築こうとする全国的な運動です。

津軽北地区実施委員会では、金

木町長が実施委員長となり、北地

区各町村や関係団体等のご協力・

ご支援を得て『地域住民の理解 と

協力により、罪を犯 した人や非行

に陥った少年の更生を支えるJこ
とをスローガンに本運動を展開し

ます。 7月 は各地区において、地

域の実情に合った本運動の行事が

開催されますので、ご参加下さい。

標 語
0ふれあいと対話が築く明るい社会
O負 けないで あなたを信じる人がいる

Oひ ろげようつなぐ愛の手 支援の手
0も ういちど きみのがんばり まってるよ

O応援します。今があなたの出発点

この講習会は出稼ぎ労働者のう

ち地元就労を希望する方を対象に

技能の向上と安全就労の確保をす
るために実施されるものです。
)講習の種類と期日及び定員

・ 玉掛技能

期 日 :平成 9年 8月 20～22日

市浦村の人口と世帯数

定員 :30名

・ 型枠支保工技能

期 日 :平成 9年 8月 25～26日

定員 :20名

・ 小型移動式クレーン運転

期 日 :平成 9年 8月 26～28日

定員 :30名

・ フオークリフト運転

期 日 :平成 9年 9月 1～ 5日

定員 :20名

卜受講料

無料

>募集締め切り

各講習会の lヶ 月前より受け付

けします。ただし、定員になり

しだい募集を締め切 らせていた

だきます。
レお問い合わせ先
五所川原公共職業安定所

レ電話番号

県ではUタ ーン就職を希望 して
いる県出身者に対 し、様々な就職

情報を提供するとともに、Uタ ー

ン就職に係る各種相談の場を設け

るため、毎年Uタ ーンフェアを開

催 しています。

労働省主催

日時 :平成 9年 8月 9日 ～10日

場所 :東京都中野区「中野サン

プラザ」11階 、13階、15階

弘前公共職業安定所主催

日時 :平成 9年 8月 12日

13時～16時

場所 :弘前市「ホテルニューキ

青森県主催

日時 :平成 9年 10月 19日

12時～16時

場所 :東京都新宿「新宿エルタ

ワー」13階 グリーンホー
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昨
年
、
日
本
中
で
大
騒
ぎ
と
な
っ

た
病
原
性
大
腸
菌

『Ｏ
１
１
５
７
』

皆
さ
ん
、
お
忘
れ
に
な
っ
た
で
し
ょ

学
校
給
食
等
が
原
因
で
、
例
を
見

家

庭

で
も

発

生

す

る

状があらわれたなら、次のことを心がけま

0すぐに医師に診てもらい、その治療にし

たがう。とくに乳幼児の病状に注意して

②自己診断で下痢止めなどくすりの使用を

しないようにしましょう。菌が体内にと

等
を
チ

ェ
ッ
ク
す
る
″
が
鉄
則
で
す

２
保
　
存

買

っ
て
き
た
食
材
は
す
ぐ
に
清
潔

に
し
、
冷
凍
庫

（
マ
イ
ナ
ス
十
五
度
以

Ｆ
）
冷
蔵
庫

（十
度
以
下
二
ｔ
征
度
管

理
し
ま
す

冷
蔵
・冷
凍
庫

の
効
率
を

考
え
て
も
、
量
ｍ
め
す
ぎ
は
注
意
で
す

目
安
は
七
割
程
度
に
し
ま
し
ょ
う

一！
下
準
備

ま
ず
、
大
切
な
こ
と
は
手
洗

い
で

使

い
食
材

・
調
理
器
具
を
洗

い
準
備

し
ま
す
．
ふ
き
ん
の
汚
れ
が
ひ
ど

い

時
に
は
、
漂
白
剤
に

一
晩

つ
け
込
む

と
消
毒
効
果
が
あ
り
ま
す
ｃ
ま
た
、

調
理
器
具

（包
丁
　
ま
な
板
等
）
は
、

洗

っ
た
後
に
熱
湯
を
か
け
て
も
消
毒

効
果
が
あ
り
ま
す
．

そ
れ
か
ら
、
食
材
を
台
所
等
で
放

置
し
た
ま
ま
室
温
で
解
凍
す
る
の
は

や
め
ま
し
ょ
う
。
室
温
で
の
解
凍
は
、

食
中
毒
菌
が
増
え
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
使
う
分
だ
け
の
解
凍
と
、
解
凍

し
た
ら
そ
の
分
き
ち
ん
と
使

っ
て
し

ま
う
こ
と
が
大
事
で
す
。

●
料
　
理

料
理
の
前
は
、
よ
く
手
洗

い
を
し

て
か
ら
始
め
ま
す
。
そ
し
て
、
よ
く
加

熱
す
る
こ
と
が
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
で

も
あ
り
ま
す
．
十
分
な
加
熱

（目
安
は

中

′し、
部
の
温
度
が
七
十
五
度
で
一
分
以

上
）を
行
う
こ
と
で
、食
中
毒
菌
が

い

た
と
し
て
も
殺
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

饉:轟凛轟 :1轟赫:轟ニ
ぜの症状がみられる

2.そのうち、腹痛を伴う

粘液性の少ない水様性

の下痢を起こす

鯛 4
4下痢の回数が増えて、

ほとんど水様性の鮮血

性下痢となる

食

中

毒


